
　　　 8 （様式Ｃ）

(１) この事業の目的：どんな課題を解決するため　あるいは誰・何を対象に何を意図するのか

(２) 実施概要

8 年 7 月 27 日

13 時 0 分 ～ 15 時 30 分

１　視察先（市町村等）の概要

２　視察内容

会派新政いいだ（文責：岡本恒和） 支出伝票№

 　①調査研究費  　②研修費  　③広報費  　④広聴費  　⑤陳情等活動費　

　 ⑥会議費　　 ⑦資料作成費　　⑧資料購入費　　⑨人件費　　⑩事務所費

会 派 名

事 業 名 三重県多気町　VISON（ヴィソン）

令和 年度 政務活動報告書　
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所在地：三重県多気町ヴィソン
　　　　高速国道の伊勢道と紀勢道の結節点（南三重の入口）
事業内容：宿泊施設併設型の複合商業リゾート施設
敷地面積：35万坪（開発面積16万坪）　※東京ドーム約24個分
主要出資者：アクアイグニス、イオンタウン、ロート製薬、ファーストブラザーズ
事業者：合同会社三重故郷創生プロジェクト
創設者：立花哲也（四日市市出身）
　　　　株式会社アクアイグニス代表取締役、ヴィソン多気株式会社代表取締役

■多気の潜在力と三重の「食」が融合したVISONプロジェクト
・有名料理人、地域食材、温泉施設、デザインの4つを地方再生のフックとしたアクアイグ
ニスの成功を知った多気町長から出店のオファー。
・薬草の町としての歴史を持つ多気町と三重県の「食」を掛け合わせて何かできないかと話
し合う中で生まれたプロジェクト。

■“世界一の美食の街”サンセバスチャンとの連携＆日本の「食の聖地」を目指して
・スペインのサンセバスチャン市を地方再生のモデルと位置付け。同市長に直談判の上、多
気町との間で「美食を通じた友好の証」を締結。
・日本の発酵文化や地域食材の支援を目指す。

■伊勢神宮の式年遷宮にならって
・通常の商業施設は25年、30年という定期借家契約の上に建設され、壊すことを前提に作ら
れているが、VISONでは100年以上続くスケールの「もの」を作る覚悟で土地を購入。
・建物にはふんだんに県産木材を使い、式年遷宮のように痛んだ部分を修繕しながら使い続
ける。

【各エリアの視察】
■サンセバスチャン通り
人気のバル3店舗の他、和菓子屋や糀カフェなどの飲食店が連なる。またファッションブラ
ンドの人気ライフスタイルショップも出店している。

■木育エリア
木のワークショップ、森のアクティビティが体験できる。キノパークでは国産木材を使用し

た空間で、子どもの感性や創造性を育みながら遊べる。また、自然に関する専門書や絵本を
約1,500冊所蔵したライブラリーカフェを併設する。

■和ヴィソン／和食
天ぷら、うなぎ、すき焼き、蕎麦など、和食の魅力を備えた和食店が集結している。

■和ヴィソン／日本の伝統食材
味噌、醤油、みりん、出汁、酒といった和食の味を支えるメーカー企業の工房や専門店が集
結。製造工程の見学、みりん作り体験、味噌や醤油の種類を学ぶ等、全店でワークショップ
やイベントを随時開催し、「学んで体験できる蔵」を展開している。

■アトリエヴィソン／料理道具・カフェ
四日市市で活躍する陶芸家・内田鋼一氏がプロデュースした包丁や鍋、食器など調理道具の
文化を発信する。「作り・伝える」「学べる・買える」場として伝統産業の活性化に取り組
んでいる。

■スウィーツヴィレッジ
パティシエ辻口博啓氏がピロデュースする、厳選したした素材と独自の製法で作り上げた
ケーキや焼き菓子を提供するパティスリーとベーカリーショップを展開している。来場者が
優雅なひと時を過ごせる場となっている。

■マルシェヴィソン
パリで一つ星レストランシェフの手島竜司氏が監修するこれまでにない産直市場。地域の生
産者が気軽に出店できる軽トラマルシェの他、地元松坂牛の生産者によるブティックのよう
な精肉店、伊勢志摩からの旬の魚介、海女さんによる海女小屋も展開する。

■農村エリア
キューピー株式会社の協力による農園エリアで、有機食品の検査認証などを行う「公益社団
法人全国愛農会」前会長の村上真平氏が、敷地約9,000平米のサスティナブルなオーガニッ
ク農園を監修。
また地産地消の先駆者である奥田政行シェフが朝採れ野菜など近郊で採れた新鮮な食材を中
心にしたメニューが味わえる。

■本草（ほんぞう）エリア
三重大学とロート製薬の共同研究による薬草を研究した「本草学」を提案。温浴施設では季
節に合わせたオリジナルにお薬草湯が楽しめる。また日本料理店や美と食と健康を発信する
店舗も併設している。

■宿泊施設
テラス付きメインホテル（151室）、カジュアルな滞在ができる旅籠（40室）、露天風呂付
きでラグジュアリーな滞在ができるヴィラ（6棟）

【VISONの社会的課題解決に向けた取組】
■デジタル田園都市国家構想『三重広域連携モデル』
デジタルの力で地方の個性を活かしながら社会課題の解決と魅力向上を目指す

［単独自治体の行政施策だけでは困難な地域課題を産学連携で解決］
　（解決困難な地域課題）
　・少子化/高齢化/人口減少
　・地域医療の減少/医療費の増加
　・林業等地域産業の衰退
　・公共交通廃線による交通空白地増加

様々な業種を横断する32社との官民コラボレーション
→地域を活性化する中心拠点の構築（VISON）
　生活全般の複数サービス横断型のデータ連携モデル
　全国初民間スマートIC直結施設

多気町周辺6町連携　データモデルの広域展開
→1行政DX地域情報サービス
　2医療ヘルス
　3地域キャッシュレス・サービス
　4デジタル観光マーケティング

■地域と連携した農業・生産・消費・学びをつなぐ拠点づくり
〈新しい農と地域の形〉
・有機栽培による農作物の生産、収穫（約100種、3,500kg以上を生産）、収穫体験提供（年
150人超）
・農園併設レストランで無農薬野菜を用いた高付加価値の料理を提供　等

〈生産者が主役の「消費の場」提供〉
生産者がより高い所得を得られる環境と地域発の商品開発支援
・海女による海女文化の発信と海女料理提供
・沖合底引網漁師による鮮魚販売、料理提供
・専業畜産農家による精肉店の運営　等

〈地域をひらく実証と挑戦のフィールド〉
・自然農法の現地講習を年間144時間実施
・農業未経験者や学生に向けた学習、体験の場の提供
・自動運転バス実証運行に向けた専用レーンや車庫の提供　等

〈国内外に向けた「食」プラットフォーム〉
・料理人を目指す高校生を対象とした「全国高校生ガストロノミー甲子園」の企画運営
・多気町とサンセバスチャン市との「美食を通じた友好の証」に基づくバスク食文化の紹介
など国際的な食文化交流の推進　等

３、	質疑応答

・行政の支援というものは？
→工業系（シャープの工場有地等）には県から補助金があるが、VISONのような観光系には
補助金は出ない。ただし直結のスマートICには地域が使えるものだとして1億円が用意され
た。

・伊勢神宮の式年遷宮に倣ってとはどういうことか？
→通常商業施設は定期借家契約で壊すことが前提となっているが、VISONはずっとここで
やって行きたいという思いから、地元の木を使い、修繕して使っていくという伊勢神宮の式
年遷宮に倣ったスタイルをとっている。しかし思いのほか痛みが激しく、修繕費が嵩んでい
る現状で4年に一度の修繕の計画が2年に一度といった具合になっている。

・芝生の管理は外注か？草が伸びている箇所があるが？
→芝生の管理は外注でやっている。ここはディズニーランドではないので人口的なものは見
せたくないという思いから草が伸びて放ったらかしっぽく見えている。人口的に管理が徹底
されたところでは虫もいないがここにはいる。正面の子供が遊ぶ場所など必要な箇所は草刈
りの管理している。

・広大な土地の購入にあたり、こういう山あいの所だと持ち主が不明だとか、相続の問題等
があったのではないかと思うが、どうだったか？
→そのあたりは多気町に汗をかいていただいた。その頃には3.4人の地権者であった。
ここはかつてゴルフ場の計画地であったが県の方針で計画中止となりこの土地は山のままに
なっていた。

日本最大級の民間主導リゾートとして、地域商社機能・観光・雇用創出を複合化した先進事例を視察

する。

事業区分
（該当へ○）

調査・研修の場合の実
施日時と訪問先・主催
者

日時 訪問先・主催者等

令和 JLLレテールマネジメント株式会社
長岡  敏 様



報
告
内
容
・
実
施
し
た
こ
と

【各エリアの視察】
■サンセバスチャン通り
人気のバル3店舗の他、和菓子屋や糀カフェなどの飲食店が連なる。またファッションブラ
ンドの人気ライフスタイルショップも出店している。

■木育エリア
木のワークショップ、森のアクティビティが体験できる。キノパークでは国産木材を使用し

た空間で、子どもの感性や創造性を育みながら遊べる。また、自然に関する専門書や絵本を
約1,500冊所蔵したライブラリーカフェを併設する。

■和ヴィソン／和食
天ぷら、うなぎ、すき焼き、蕎麦など、和食の魅力を備えた和食店が集結している。

■和ヴィソン／日本の伝統食材
味噌、醤油、みりん、出汁、酒といった和食の味を支えるメーカー企業の工房や専門店が集
結。製造工程の見学、みりん作り体験、味噌や醤油の種類を学ぶ等、全店でワークショップ
やイベントを随時開催し、「学んで体験できる蔵」を展開している。

■アトリエヴィソン／料理道具・カフェ
四日市市で活躍する陶芸家・内田鋼一氏がプロデュースした包丁や鍋、食器など調理道具の
文化を発信する。「作り・伝える」「学べる・買える」場として伝統産業の活性化に取り組
んでいる。

■スウィーツヴィレッジ
パティシエ辻口博啓氏がピロデュースする、厳選したした素材と独自の製法で作り上げた
ケーキや焼き菓子を提供するパティスリーとベーカリーショップを展開している。来場者が
優雅なひと時を過ごせる場となっている。

■マルシェヴィソン
パリで一つ星レストランシェフの手島竜司氏が監修するこれまでにない産直市場。地域の生
産者が気軽に出店できる軽トラマルシェの他、地元松坂牛の生産者によるブティックのよう
な精肉店、伊勢志摩からの旬の魚介、海女さんによる海女小屋も展開する。

■農村エリア
キューピー株式会社の協力による農園エリアで、有機食品の検査認証などを行う「公益社団
法人全国愛農会」前会長の村上真平氏が、敷地約9,000平米のサスティナブルなオーガニッ
ク農園を監修。
また地産地消の先駆者である奥田政行シェフが朝採れ野菜など近郊で採れた新鮮な食材を中
心にしたメニューが味わえる。

■本草（ほんぞう）エリア
三重大学とロート製薬の共同研究による薬草を研究した「本草学」を提案。温浴施設では季
節に合わせたオリジナルにお薬草湯が楽しめる。また日本料理店や美と食と健康を発信する
店舗も併設している。

■宿泊施設
テラス付きメインホテル（151室）、カジュアルな滞在ができる旅籠（40室）、露天風呂付
きでラグジュアリーな滞在ができるヴィラ（6棟）

【VISONの社会的課題解決に向けた取組】
■デジタル田園都市国家構想『三重広域連携モデル』
デジタルの力で地方の個性を活かしながら社会課題の解決と魅力向上を目指す

［単独自治体の行政施策だけでは困難な地域課題を産学連携で解決］
　（解決困難な地域課題）
　・少子化/高齢化/人口減少
　・地域医療の減少/医療費の増加
　・林業等地域産業の衰退
　・公共交通廃線による交通空白地増加

様々な業種を横断する32社との官民コラボレーション
→地域を活性化する中心拠点の構築（VISON）
　生活全般の複数サービス横断型のデータ連携モデル
　全国初民間スマートIC直結施設

多気町周辺6町連携　データモデルの広域展開
→1行政DX地域情報サービス
　2医療ヘルス
　3地域キャッシュレス・サービス
　4デジタル観光マーケティング

■地域と連携した農業・生産・消費・学びをつなぐ拠点づくり
〈新しい農と地域の形〉
・有機栽培による農作物の生産、収穫（約100種、3,500kg以上を生産）、収穫体験提供（年
150人超）
・農園併設レストランで無農薬野菜を用いた高付加価値の料理を提供　等

〈生産者が主役の「消費の場」提供〉
生産者がより高い所得を得られる環境と地域発の商品開発支援
・海女による海女文化の発信と海女料理提供
・沖合底引網漁師による鮮魚販売、料理提供
・専業畜産農家による精肉店の運営　等

〈地域をひらく実証と挑戦のフィールド〉
・自然農法の現地講習を年間144時間実施
・農業未経験者や学生に向けた学習、体験の場の提供
・自動運転バス実証運行に向けた専用レーンや車庫の提供　等

〈国内外に向けた「食」プラットフォーム〉
・料理人を目指す高校生を対象とした「全国高校生ガストロノミー甲子園」の企画運営
・多気町とサンセバスチャン市との「美食を通じた友好の証」に基づくバスク食文化の紹介
など国際的な食文化交流の推進　等

３、	質疑応答

・行政の支援というものは？
→工業系（シャープの工場有地等）には県から補助金があるが、VISONのような観光系には
補助金は出ない。ただし直結のスマートICには地域が使えるものだとして1億円が用意され
た。

・伊勢神宮の式年遷宮に倣ってとはどういうことか？
→通常商業施設は定期借家契約で壊すことが前提となっているが、VISONはずっとここで
やって行きたいという思いから、地元の木を使い、修繕して使っていくという伊勢神宮の式
年遷宮に倣ったスタイルをとっている。しかし思いのほか痛みが激しく、修繕費が嵩んでい
る現状で4年に一度の修繕の計画が2年に一度といった具合になっている。

・芝生の管理は外注か？草が伸びている箇所があるが？
→芝生の管理は外注でやっている。ここはディズニーランドではないので人口的なものは見
せたくないという思いから草が伸びて放ったらかしっぽく見えている。人口的に管理が徹底
されたところでは虫もいないがここにはいる。正面の子供が遊ぶ場所など必要な箇所は草刈
りの管理している。

・広大な土地の購入にあたり、こういう山あいの所だと持ち主が不明だとか、相続の問題等
があったのではないかと思うが、どうだったか？
→そのあたりは多気町に汗をかいていただいた。その頃には3.4人の地権者であった。
ここはかつてゴルフ場の計画地であったが県の方針で計画中止となりこの土地は山のままに
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な精肉店、伊勢志摩からの旬の魚介、海女さんによる海女小屋も展開する。

■農村エリア
キューピー株式会社の協力による農園エリアで、有機食品の検査認証などを行う「公益社団
法人全国愛農会」前会長の村上真平氏が、敷地約9,000平米のサスティナブルなオーガニッ
ク農園を監修。
また地産地消の先駆者である奥田政行シェフが朝採れ野菜など近郊で採れた新鮮な食材を中
心にしたメニューが味わえる。

■本草（ほんぞう）エリア
三重大学とロート製薬の共同研究による薬草を研究した「本草学」を提案。温浴施設では季
節に合わせたオリジナルにお薬草湯が楽しめる。また日本料理店や美と食と健康を発信する
店舗も併設している。

■宿泊施設
テラス付きメインホテル（151室）、カジュアルな滞在ができる旅籠（40室）、露天風呂付
きでラグジュアリーな滞在ができるヴィラ（6棟）

【VISONの社会的課題解決に向けた取組】
■デジタル田園都市国家構想『三重広域連携モデル』
デジタルの力で地方の個性を活かしながら社会課題の解決と魅力向上を目指す

［単独自治体の行政施策だけでは困難な地域課題を産学連携で解決］
　（解決困難な地域課題）
　・少子化/高齢化/人口減少
　・地域医療の減少/医療費の増加
　・林業等地域産業の衰退
　・公共交通廃線による交通空白地増加

様々な業種を横断する32社との官民コラボレーション
→地域を活性化する中心拠点の構築（VISON）
　生活全般の複数サービス横断型のデータ連携モデル
　全国初民間スマートIC直結施設

多気町周辺6町連携　データモデルの広域展開
→1行政DX地域情報サービス
　2医療ヘルス
　3地域キャッシュレス・サービス
　4デジタル観光マーケティング

■地域と連携した農業・生産・消費・学びをつなぐ拠点づくり
〈新しい農と地域の形〉
・有機栽培による農作物の生産、収穫（約100種、3,500kg以上を生産）、収穫体験提供（年
150人超）
・農園併設レストランで無農薬野菜を用いた高付加価値の料理を提供　等

〈生産者が主役の「消費の場」提供〉
生産者がより高い所得を得られる環境と地域発の商品開発支援
・海女による海女文化の発信と海女料理提供
・沖合底引網漁師による鮮魚販売、料理提供
・専業畜産農家による精肉店の運営　等

〈地域をひらく実証と挑戦のフィールド〉
・自然農法の現地講習を年間144時間実施
・農業未経験者や学生に向けた学習、体験の場の提供
・自動運転バス実証運行に向けた専用レーンや車庫の提供　等

〈国内外に向けた「食」プラットフォーム〉
・料理人を目指す高校生を対象とした「全国高校生ガストロノミー甲子園」の企画運営
・多気町とサンセバスチャン市との「美食を通じた友好の証」に基づくバスク食文化の紹介
など国際的な食文化交流の推進　等

３、	質疑応答

・行政の支援というものは？
→工業系（シャープの工場有地等）には県から補助金があるが、VISONのような観光系には
補助金は出ない。ただし直結のスマートICには地域が使えるものだとして1億円が用意され
た。

・伊勢神宮の式年遷宮に倣ってとはどういうことか？
→通常商業施設は定期借家契約で壊すことが前提となっているが、VISONはずっとここで
やって行きたいという思いから、地元の木を使い、修繕して使っていくという伊勢神宮の式
年遷宮に倣ったスタイルをとっている。しかし思いのほか痛みが激しく、修繕費が嵩んでい
る現状で4年に一度の修繕の計画が2年に一度といった具合になっている。

・芝生の管理は外注か？草が伸びている箇所があるが？
→芝生の管理は外注でやっている。ここはディズニーランドではないので人口的なものは見
せたくないという思いから草が伸びて放ったらかしっぽく見えている。人口的に管理が徹底
されたところでは虫もいないがここにはいる。正面の子供が遊ぶ場所など必要な箇所は草刈
りの管理している。

・広大な土地の購入にあたり、こういう山あいの所だと持ち主が不明だとか、相続の問題等
があったのではないかと思うが、どうだったか？
→そのあたりは多気町に汗をかいていただいた。その頃には3.4人の地権者であった。
ここはかつてゴルフ場の計画地であったが県の方針で計画中止となりこの土地は山のままに
なっていた。
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４、	感想

・民間活力を導入することで、土地の集約やアクセス面の向上をはかるスマートインターの
開設など、実に短期間に進めている。

・119haという広大な山林を、約8年という短期間で複合リゾートへと転換した構想力、そし
てそれを具体的な事業として実現する実行力は特筆すべきものであった。地域資源を活かし
たまちづくりの好事例であると感じた。

・官民連携による地方創生の成功事例として、民間の企画力と行政の支援が効果的に機能し
ていた。行政は施設整備に直接投資するのではなく、道路やインフラ整備など民間投資を促
す環境づくりに徹しており、それぞれの役割が明確であった。

・「食・健康・宿泊・温浴・農業・林業・文化」を一体的に体験できる施設となっており、
単なる観光施設ではなく長時間滞在型の交流拠点として地域経済への波及効果が高いと感じ
た。

・木造建築を積極的に採用し、建物を定期的に更新することで地域林業や木材産業の循環ま
で考えられている点は非常に印象的であった。

・VISONは施設が成功したというより、「地域全体をブランド化する」という考え方が成功
した事例であると感じた。

・飯田市でもリニア開業を契機に、「南信州でしか体験できない価値」を明確に打ち出し、
広域観光や地域産業振興につなげる戦略を早期に構築する必要がある。

・二匹目のドジョウでも｢やる｣と決めた市長の決断。(英断だったかどうかはまだわからな
い)

・私がVISONを知ったのは、信州大学の宮原教授が｢水素の実証タウンとするなら豊田市の
ウーブンシティや多気町のVISONくらいの規模でやりたい｣と言ったことから。飯田市が本気
で実証タウンというなら、それくらいの規模感でやる覚悟が欲しい。

・市が民間を誘致し活性化に繋げられている。
　市から補助金等はないが、環境整備を積極的に行っている。（汗をかく）

・多気町の食と健康のまちづくりの伝統を活かして「食」を核とした地域資源のブランド化
を図っている点や、ナショナルチェーンを一切導入しないテナント戦略で、他にない専門性
と独自性を実現し、施設全体が「ここにしかない」体験価値を持っている点は参考になると
感じた。

・自然を存分に活かしている

・ホテルのデザインが斬新（泊まってみたい）

・ICと隣接している、伊勢神宮に近い、など、利点はたくさんある

５、　今後飯田市に活かせること等

・持続可能な施設や取り組みとするのは非常に難しいと思うが、地域資源を活かし集客や地
域振興つながる事業を進める民間企業を誘致したい。

・飯田市においても、地域に眠る資源を発掘し、観光・食・文化・交流などを融合させた地
域づくりを進めるためには、行政が明確なビジョンを描き、主体的な役割を果たしながら、
多様な主体と連携して取り組みを牽引していくことが重要である。

・飯田市には市田柿、りんご、和牛、水引、林業、人形劇など全国に誇れる地域資源が数多
く存在する。それらを個別に発信するだけではなく、一体的なブランドとして磨き上げるこ
とで、新たな交流人口や関係人口の拡大につながると考える。

・リニア中央新幹線開業を見据えた駅周辺整備においても、地域資源を活用した滞在型施設
の整備や、民間投資を呼び込む仕組みづくりが重要になる。

・行政が全てを担うのではなく、民間企業や地域事業者が挑戦しやすい環境を整えること
が、持続可能な地域づくりには不可欠である。

・民間企業の積極的誘致。
・ジビエや焼肉でのガストロノミーツーリズムの展開。

・飯田市にも市田柿、五平餅、りんご、お茶、飯田焼肉、木材・林業・山、水引、水、和菓
子とお茶文化、屋台獅子や人形劇、秘境駅の多い飯田線など、他地域にない資源が多くあ
る。VISONのチェーン店に依存せず地元生産者・職人を主役にした「専門性の高い個店」を
核とする施設・エリア構想は、飯田市の観光・産業振興においても参考になると思うし、こ
れら資源や他地域、他ジャンルを交ぜ合わせた活用をすることで幸福実感につなげていくこ
とができるのではないか。

・地元産木材を活用し、定期的なメンテナンス（張替え）を前提とした木造施設整備の考え
方は、南信州の林業を持続的な産業として支える仕組みづくりの参考になる。林業の活性化
や森林の活用は、有害鳥獣対策含めた様々な環境課題を考える上でも重要。



（３）この事業実施後の対応及び方向性

○会派として調査継続中。
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４、	感想

・民間活力を導入することで、土地の集約やアクセス面の向上をはかるスマートインターの
開設など、実に短期間に進めている。

・119haという広大な山林を、約8年という短期間で複合リゾートへと転換した構想力、そし
てそれを具体的な事業として実現する実行力は特筆すべきものであった。地域資源を活かし
たまちづくりの好事例であると感じた。

・官民連携による地方創生の成功事例として、民間の企画力と行政の支援が効果的に機能し
ていた。行政は施設整備に直接投資するのではなく、道路やインフラ整備など民間投資を促
す環境づくりに徹しており、それぞれの役割が明確であった。

・「食・健康・宿泊・温浴・農業・林業・文化」を一体的に体験できる施設となっており、
単なる観光施設ではなく長時間滞在型の交流拠点として地域経済への波及効果が高いと感じ
た。

・木造建築を積極的に採用し、建物を定期的に更新することで地域林業や木材産業の循環ま
で考えられている点は非常に印象的であった。

・VISONは施設が成功したというより、「地域全体をブランド化する」という考え方が成功
した事例であると感じた。

・飯田市でもリニア開業を契機に、「南信州でしか体験できない価値」を明確に打ち出し、
広域観光や地域産業振興につなげる戦略を早期に構築する必要がある。

・二匹目のドジョウでも｢やる｣と決めた市長の決断。(英断だったかどうかはまだわからな
い)

・私がVISONを知ったのは、信州大学の宮原教授が｢水素の実証タウンとするなら豊田市の
ウーブンシティや多気町のVISONくらいの規模でやりたい｣と言ったことから。飯田市が本気
で実証タウンというなら、それくらいの規模感でやる覚悟が欲しい。

・市が民間を誘致し活性化に繋げられている。
　市から補助金等はないが、環境整備を積極的に行っている。（汗をかく）

・多気町の食と健康のまちづくりの伝統を活かして「食」を核とした地域資源のブランド化
を図っている点や、ナショナルチェーンを一切導入しないテナント戦略で、他にない専門性
と独自性を実現し、施設全体が「ここにしかない」体験価値を持っている点は参考になると
感じた。

・自然を存分に活かしている

・ホテルのデザインが斬新（泊まってみたい）

・ICと隣接している、伊勢神宮に近い、など、利点はたくさんある

５、　今後飯田市に活かせること等

・持続可能な施設や取り組みとするのは非常に難しいと思うが、地域資源を活かし集客や地
域振興つながる事業を進める民間企業を誘致したい。

・飯田市においても、地域に眠る資源を発掘し、観光・食・文化・交流などを融合させた地
域づくりを進めるためには、行政が明確なビジョンを描き、主体的な役割を果たしながら、
多様な主体と連携して取り組みを牽引していくことが重要である。

・飯田市には市田柿、りんご、和牛、水引、林業、人形劇など全国に誇れる地域資源が数多
く存在する。それらを個別に発信するだけではなく、一体的なブランドとして磨き上げるこ
とで、新たな交流人口や関係人口の拡大につながると考える。

・リニア中央新幹線開業を見据えた駅周辺整備においても、地域資源を活用した滞在型施設
の整備や、民間投資を呼び込む仕組みづくりが重要になる。

・行政が全てを担うのではなく、民間企業や地域事業者が挑戦しやすい環境を整えること
が、持続可能な地域づくりには不可欠である。

・民間企業の積極的誘致。
・ジビエや焼肉でのガストロノミーツーリズムの展開。

・飯田市にも市田柿、五平餅、りんご、お茶、飯田焼肉、木材・林業・山、水引、水、和菓
子とお茶文化、屋台獅子や人形劇、秘境駅の多い飯田線など、他地域にない資源が多くあ
る。VISONのチェーン店に依存せず地元生産者・職人を主役にした「専門性の高い個店」を
核とする施設・エリア構想は、飯田市の観光・産業振興においても参考になると思うし、こ
れら資源や他地域、他ジャンルを交ぜ合わせた活用をすることで幸福実感につなげていくこ
とができるのではないか。

・地元産木材を活用し、定期的なメンテナンス（張替え）を前提とした木造施設整備の考え
方は、南信州の林業を持続的な産業として支える仕組みづくりの参考になる。林業の活性化
や森林の活用は、有害鳥獣対策含めた様々な環境課題を考える上でも重要。



8 （様式Ｃ）

(１) この事業の目的：どんな課題を解決するため　あるいは誰・何を対象に何を意図するのか

(２) 実施概要

8 年 7 月 28 日

9 時 0 分 ～ 11 時 30 分

１　視察先（市町村等）の概要

エネルギーの地域内循環の取り組みを勉強する
農業で儲かる仕組みを作るため、市と関係団体で創立された地域商社を勉強する

調査・研修の場合の実
施日時と訪問先・主催
者

日時 訪問先・主催者等

令和
東近江市役所

報
告
内
容
・
実
施
し
た
こ
と

所在地：滋賀県南東部（京阪神圏と中京圏の中間）　人口：約11万人（令和8年8月1
日現在）　　面積：約388km²（県の約9.7%）

平成17年：八日市市・永源寺町・五個荘町・愛東町・湖東町が合併
平成18年：能登川町・蒲生町が編入
→ 1市6町の広域合併で誕生した市

東西に細長い地形で、鈴鹿山系のふもとから琵琶湖へ広がる丘陵・田園地帯。
愛知川・日野川が流れ、肥沃な農地と美しい田園景観が特徴。

→ 京阪神への通勤圏。→ 近畿と中京を結ぶ交通要衝。

内陸工業都市として発展（IT関連・電器・住宅など多様な企業進出）。
農業も盛ん：近江米、近江牛、果樹・野菜など。
近江商人の歴史を背景に商業文化が根付く。

永源寺・百済寺などの名刹、太郎坊宮など歴史資源が豊富。
近江商人の発祥地の一つとして伝統的商家文化が残る。

２　視察内容

市の担当者から会議室で話を聞く

【市民共同発電所について】
近江商人の遺伝子を引き継ぎ、地域内で発電した売電益を、出資者に商品券として支払う
ことで、すべてを地域内で循環させるシステムを構築させた
２０２３年より取り組みを行っているが、設備寿命により5つある発電所のうち２号がすで
に廃止

【あぐりステーションについて】
平成３０年に、地域の農産物は地域で販売すること理念に、市と農協が力を合わせて農業
商社を設立した。地域の農家から農産物を買い取り、袋詰め作業を自ら行い、スーパー等
へ流通させるシステムを構築した

３、 質疑応答

【市民共同発電所について】
■課題としてどのようなことがあるか？

・パワコンの劣化により発電量が低下している。長期メンテナンスが必要である。

■売電単価はどのように推移しているか？
・初期と比べ大幅に下落している

■地域内循環の見通しは？
・先ほどのパワコンのこともあるが、設備としては２０年を一区切りとして見ておくのが
良いのでは

【あぐりステーションについて】
■経営資金はどのように調達しているか？

・市から補助金を2000万円頂いている

■どのような課題があるか？
・農家と仕入れ価格の交渉をすること

■農産物の仕入れ状況は？
・すべて滋賀県産で仕入れを行っている

事 業 名 東近江市　市民共同発電所と　あぐりステーション

事業区分
（該当へ○）

①調査研究費 ②研修費 ③広報費 ④広聴費 ⑤陳情等活動費

⑥会議費 ⑦資料作成費 ⑧資料購入費 ⑨人件費 ⑩事務所費

令和 年度 政務活動報告書　

会 派 名 会派新政いいだ（文責：正木利幸） 支出伝票№
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市の担当者から会議室で話を聞く

【市民共同発電所について】
近江商人の遺伝子を引き継ぎ、地域内で発電した売電益を、出資者に商品券として支払う
ことで、すべてを地域内で循環させるシステムを構築させた
２０２３年より取り組みを行っているが、設備寿命により5つある発電所のうち２号がすで
に廃止

【あぐりステーションについて】
平成３０年に、地域の農産物は地域で販売すること理念に、市と農協が力を合わせて農業
商社を設立した。地域の農家から農産物を買い取り、袋詰め作業を自ら行い、スーパー等
へ流通させるシステムを構築した

３、	質疑応答

【市民共同発電所について】
■課題としてどのようなことがあるか？

・パワコンの劣化により発電量が低下している。長期メンテナンスが必要である。

■売電単価はどのように推移しているか？
・初期と比べ大幅に下落している

■地域内循環の見通しは？
・先ほどのパワコンのこともあるが、設備としては２０年を一区切りとして見ておくのが
良いのでは

【あぐりステーションについて】
■経営資金はどのように調達しているか？

・市から補助金を2000万円頂いている

■どのような課題があるか？
・農家と仕入れ価格の交渉をすること

■農産物の仕入れ状況は？
・すべて滋賀県産で仕入れを行っている

感
想
（

ま
と
め
）

・
市
に
活
か
せ
る
こ
と
等

４、　感想

【市民共同発電所について】

・収益還元が難しくなってきた状況において、市民益を“生活に直結する形”で再設計しな
いと、市民の関心は低下しエネルギー自治への意識も薄れてしまうのではないか。

・FIT制度終了後は売電収益だけに依存しない新たな地域エネルギー事業への転換が求めら
れる。
・地域エネルギーを防災・福祉・公共交通など幅広い行政分野と連携させることが重要であ
る。

【あぐりステーションについて】

・地域商社の運営には試行錯誤が伴うことが分かった。飯田市で同様の仕組みを検討する場
合は、初期投資段階でのリスクを見据えた行政の支援体制（出資、専門人材の確保等）を十
分に準備することが重要と感じた。

５、　今後飯田市に活かせること等

【市民共同発電所について】

・市民参加型の事業を推進することは市民の理解を得やすく、活動に発展性も生まれる。

・近江商人の「売り手よし・買い手よし・世間よし」の「三方よし」の精神を持続可能な地
域づくりの理念として取り入れ、環境、経済、地域社会の好循環を生み出す「環境文化経済
都市いいだ」という新たな都市像を掲げることも一つの方向性として考えられる。

・蓄電池の普及取組は防災面においても有効であると感じた。

・飯田市が進めるゼロカーボンシティの取組においても、市民参加型の地域エネルギー事業
を推進することで、市民理解と地域経済の活性化を同時に進めることができる。
・公共施設への蓄電池導入や地域マイクログリッドの整備など、災害時にも機能する分散型
エネルギーシステムの検討が必要である。

【あぐりステーションについて】

・補助金等の支援も重要であるが、農業従事者が持続して経営を成り立たすことのできる仕
組みづくり。

・地域課題を解決していくためには、行政が単なる支援者にとどまるのではなく、経営的視
点を持って地域の可能性を見極め、明確なビジョンを示しながら、多様な関係者を巻き込
み、主体的にリーダーシップを発揮していくことが重要である。

・地域内中規模流通の仕組みはJAと連携した新たな販路（大規模流通と直売所の間の中間的
な流通経路）として応用可能であり、小規模農家の所得確保、新規就農者の定着支援にもつ
ながる可能性。

・南信州ブランドの強化やリニア開業後の販路拡大を見据えた地域商社機能の充実が必要で
ある。
・若手農業者や新規就農者への支援策とあわせて、地域全体で農業所得を向上させる仕組み
づくりを進めたい。



（３）この事業実施後の対応及び方向性

○会派として調査継続中。
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４、　感想

【市民共同発電所について】

・収益還元が難しくなってきた状況において、市民益を“生活に直結する形”で再設計しな
いと、市民の関心は低下しエネルギー自治への意識も薄れてしまうのではないか。

・FIT制度終了後は売電収益だけに依存しない新たな地域エネルギー事業への転換が求めら
れる。
・地域エネルギーを防災・福祉・公共交通など幅広い行政分野と連携させることが重要であ
る。

【あぐりステーションについて】

・地域商社の運営には試行錯誤が伴うことが分かった。飯田市で同様の仕組みを検討する場
合は、初期投資段階でのリスクを見据えた行政の支援体制（出資、専門人材の確保等）を十
分に準備することが重要と感じた。

５、　今後飯田市に活かせること等

【市民共同発電所について】

・市民参加型の事業を推進することは市民の理解を得やすく、活動に発展性も生まれる。

・近江商人の「売り手よし・買い手よし・世間よし」の「三方よし」の精神を持続可能な地
域づくりの理念として取り入れ、環境、経済、地域社会の好循環を生み出す「環境文化経済
都市いいだ」という新たな都市像を掲げることも一つの方向性として考えられる。

・蓄電池の普及取組は防災面においても有効であると感じた。

・飯田市が進めるゼロカーボンシティの取組においても、市民参加型の地域エネルギー事業
を推進することで、市民理解と地域経済の活性化を同時に進めることができる。
・公共施設への蓄電池導入や地域マイクログリッドの整備など、災害時にも機能する分散型
エネルギーシステムの検討が必要である。

【あぐりステーションについて】

・補助金等の支援も重要であるが、農業従事者が持続して経営を成り立たすことのできる仕
組みづくり。

・地域課題を解決していくためには、行政が単なる支援者にとどまるのではなく、経営的視
点を持って地域の可能性を見極め、明確なビジョンを示しながら、多様な関係者を巻き込
み、主体的にリーダーシップを発揮していくことが重要である。

・地域内中規模流通の仕組みはJAと連携した新たな販路（大規模流通と直売所の間の中間的
な流通経路）として応用可能であり、小規模農家の所得確保、新規就農者の定着支援にもつ
ながる可能性。

・南信州ブランドの強化やリニア開業後の販路拡大を見据えた地域商社機能の充実が必要で
ある。
・若手農業者や新規就農者への支援策とあわせて、地域全体で農業所得を向上させる仕組み
づくりを進めたい。



8 （様式Ｃ）

(１) この事業の目的：どんな課題を解決するため　あるいは誰・何を対象に何を意図するのか

(２) 実施概要

8 年 7 月 28 日

14 時 0 分 ～ 16 時 0 分

１　視察先（市町村等）の概要

中心市街地の活性化を目指し、NPO法人を設立して数々の成功を収めてきている黒壁の長浜を勉
強する

調査・研修の場合の実
施日時と訪問先・主催
者

日時 訪問先・主催者等

令和 NPO法人まちづくり役場
　北川賀寿男氏

報
告
内
容
・
実
施
し
た
こ
と

•所在地：滋賀県北東部（湖北地域の中心都市）
•人口：約11.2万人（令和6年10月時点）
•面積：681.02km²（琵琶湖を含む）
•成立：
o平成18年：旧長浜市・浅井町・びわ町が合併
o平成22年：虎姫町・湖北町・高月町・木之本町・余呉町・西浅井町が加わり現在の市域
に

　地勢・自然
•北は福井県、東は岐阜県に接する広域市域。
•伊吹山系と琵琶湖に挟まれ、中央に姉川・高時川・余呉川が形成する肥沃な湖北平野。
•余呉湖や奥琵琶湖の湖岸景観など、県内でも屈指の自然環境。
•冬季は日本海側気候で豪雪地帯（特別豪雪地帯を含む）。
交通・アクセス
•JR北陸本線・湖西線、北陸自動車道が主要交通軸。
•京都・名古屋から約60km、大阪から約100km圏で、京阪神・中京・北陸の結節点。
•JR直流化により「琵琶湖環状線」として利便性向上。
産業
•湖北地方の中心都市として、商業・工業・観光がバランス良く発展。
•戦国史跡（長浜城・小谷城・賤ヶ岳）や観音の里など観光資源が豊富。
•工業は国道8号・北陸道沿いに集積、農業は湖北平野の肥沃な土地を活かす。
歴史・文化
•羽柴秀吉が「今浜」を長浜に改名し、楽市の城下町として整備したのが起源。
•北國街道・琵琶湖水運の要衝として発展。
•竹生島宝厳寺、渡岸寺十一面観音など文化財が多数。

２　視察内容

長浜の街を散策後、会議室にて北川氏の講演を聞く

歴史と文化を活かしたまちづくりをしていこうと昭和６３年に第３セクターで設立
ガラスと黒壁により平成初期に発展　空き店舗を少しずつ黒壁を活かした街づくり
発展期を過ぎてからは観光客数はほぼ一定で定着⇒交流人口の拡大を目指す『行ってきたい
まち、また来たいまち、そぞろ歩きが楽しめる商業観光ゾーンを目指す』

３、 　質疑応答

■住民の反対はあったか？
・初期はあったが、今はほとんどない。ただ、協力関係を結ぶにはある程度の緊張感がない
とダメです

■歩行者天国は考えるか？
・まちのなかに車がないと不便な生活もあり、今はできていない。観光客だけのまちづくり
は目指さない

■駐車場の問題は？
・駐車場は多すぎるほどある。観光客に歩いて楽しんでもらえる工夫が必要

※中心市街地を活性化させるには住民との対話が不可欠。住民の要求をなんでも聞いている
ばかりではダメ
※黒壁ができて３８年が経つが、まだまだこれから。さらに長期的視点にたって、継続的に
じっくりと取り組んでいく

■空き店舗の活用は？
・不動産会社を自ら立ち上げ、事業内容を精査してから貸している

※観光客がたくさん来ても街の文化が衰退したら終わり、市ではまちづくりは無理である。
やはり民間の活力は大きい。
※行政からお金をもらって良いことは一つもない。自分の頭で考えて行動する力が大切

『魅力あるまちは魅力ある人をつくり、魅力ある人が魅力あるまちをつくる』

『何かひとつのハコモノやコンサルなどでまちが変わることはない』

事 業 名 NPO法人まちづくり役場　【黒壁が牽引した長浜のまちづくり】

事業区分
（該当へ○）

①調査研究費 ②研修費 ③広報費 ④広聴費 ⑤陳情等活動費

⑥会議費 ⑦資料作成費 ⑧資料購入費 ⑨人件費 ⑩事務所費

令和 年度 政務活動報告書　

会 派 名 会派新政いいだ（文責：正木利幸） 支出伝票№
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長浜の街を散策後、会議室にて北川氏の講演を聞く

歴史と文化を活かしたまちづくりをしていこうと昭和６３年に第３セクターで設立
ガラスと黒壁により平成初期に発展　空き店舗を少しずつ黒壁を活かした街づくり
発展期を過ぎてからは観光客数はほぼ一定で定着⇒交流人口の拡大を目指す『行ってきたい
まち、また来たいまち、そぞろ歩きが楽しめる商業観光ゾーンを目指す』

３、	質疑応答

■住民の反対はあったか？
・初期はあったが、今はほとんどない。ただ、協力関係を結ぶにはある程度の緊張感がない
とダメです

■歩行者天国は考えるか？
・まちのなかに車がないと不便な生活もあり、今はできていない。観光客だけのまちづくり
は目指さない

■駐車場の問題は？
・駐車場は多すぎるほどある。観光客に歩いて楽しんでもらえる工夫が必要

※中心市街地を活性化させるには住民との対話が不可欠。住民の要求をなんでも聞いている
ばかりではダメ
※黒壁ができて３８年が経つが、まだまだこれから。さらに長期的視点にたって、継続的に
じっくりと取り組んでいく

■空き店舗の活用は？
・不動産会社を自ら立ち上げ、事業内容を精査してから貸している

※観光客がたくさん来ても街の文化が衰退したら終わり、市ではまちづくりは無理である。
やはり民間の活力は大きい。
※行政からお金をもらって良いことは一つもない。自分の頭で考えて行動する力が大切

『魅力あるまちは魅力ある人をつくり、魅力ある人が魅力あるまちをつくる』

『何かひとつのハコモノやコンサルなどでまちが変わることはない』

感
想
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に
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せ
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４、 感想
・飯田市が持つ地域資源（りんご並木、人形劇、水引等の伝統産業）を核に、「湖のスコー
レ」のような学び・体験型の複合施設を中心市街地に整備することは、まちなかの新たな滞
在拠点づくりとして今後の検討課題にする価値があると思う。
・「魅力あるマチは人をつくり、魅力ある人が魅力あるマチをつくる」という考え。文化が
感じられるまちづくりは誇りや愛着にもつながる。

・歴史的価値がある建物が飯田には少ないと感じるので、保存できるものは何とか保存した
い。

・行政だけでは持続可能なまちづくりは難しく、民間事業者や市民団体との連携をさらに強
化すべきである。
・「住みたいまち」「歩きたいまち」「また訪れたいまち」を目指した施策展開が必要であ
る。

・黒壁スクエアは「成功事例としての物語」は今も強いが、中心市街地再生の“勢いそのも
の”はピーク時と比べて変化しているのではないか。という印象。立ち上げ期の成功物語は
非常に学ぶところがあるが、それが成熟期に入ったであろう今の課題は、たぶん日本全国ど
こも同じ気がする。“観光地としての賑わい”と“まちとしての持続性”をどう両立してい
くのか。

５、 今後飯田市に活かせること等

・まちづくりを持続的に進めていくためには、経済的な利害関係に左右されることなく、地
域の将来像や理念を大切にしながら活動できる中間的な組織の存在が重要である。行政、住
民、民間事業者をつなぎ、地域の価値を継続的に発信・共有する仕組みづくりについて、飯
田市においても参考にすべき点があると感じた。

・飯田市も「りんご並木」や「人形劇のまち」または「水引」など、他にはない地域固有の
テーマ性を持つ資源があり、黒壁のガラスのように統一したコンセプトのもとで空き店舗・
空き家の利用権を集約してテナントミックスを図る考え方は、中心市街地の空き店舗対策だ
けでなく地域資源の掘り起こしの参考にもなる。
・歩かせる工夫。

・初めから広いエリアにする必要はないので、歩行者天国にして歩ける導線を作りたい。

・飯田市でも「りんご並木」「丘のまち」「人形劇」「水引」などを核とした歩いて楽しめ
るまちづくりを推進したい。
・リニア駅と中心市街地を結ぶ導線づくりや回遊性向上を図ることが重要である。

・まちの変化は一気呵成にやらない。少しずつ地道にやる。リピーターには少しずつ変わっ
てる方が良い。
・文化を重層的に重ねていく。



（３）この事業実施後の対応及び方向性

○会派として調査継続中。
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４、	感想
・飯田市が持つ地域資源（りんご並木、人形劇、水引等の伝統産業）を核に、「湖のスコー
レ」のような学び・体験型の複合施設を中心市街地に整備することは、まちなかの新たな滞
在拠点づくりとして今後の検討課題にする価値があると思う。
・「魅力あるマチは人をつくり、魅力ある人が魅力あるマチをつくる」という考え。文化が
感じられるまちづくりは誇りや愛着にもつながる。

・歴史的価値がある建物が飯田には少ないと感じるので、保存できるものは何とか保存した
い。

・行政だけでは持続可能なまちづくりは難しく、民間事業者や市民団体との連携をさらに強
化すべきである。
・「住みたいまち」「歩きたいまち」「また訪れたいまち」を目指した施策展開が必要であ
る。

・黒壁スクエアは「成功事例としての物語」は今も強いが、中心市街地再生の“勢いそのも
の”はピーク時と比べて変化しているのではないか。という印象。立ち上げ期の成功物語は
非常に学ぶところがあるが、それが成熟期に入ったであろう今の課題は、たぶん日本全国ど
こも同じ気がする。“観光地としての賑わい”と“まちとしての持続性”をどう両立してい
くのか。

５、	今後飯田市に活かせること等

・まちづくりを持続的に進めていくためには、経済的な利害関係に左右されることなく、地
域の将来像や理念を大切にしながら活動できる中間的な組織の存在が重要である。行政、住
民、民間事業者をつなぎ、地域の価値を継続的に発信・共有する仕組みづくりについて、飯
田市においても参考にすべき点があると感じた。

・飯田市も「りんご並木」や「人形劇のまち」または「水引」など、他にはない地域固有の
テーマ性を持つ資源があり、黒壁のガラスのように統一したコンセプトのもとで空き店舗・
空き家の利用権を集約してテナントミックスを図る考え方は、中心市街地の空き店舗対策だ
けでなく地域資源の掘り起こしの参考にもなる。
・歩かせる工夫。

・初めから広いエリアにする必要はないので、歩行者天国にして歩ける導線を作りたい。

・飯田市でも「りんご並木」「丘のまち」「人形劇」「水引」などを核とした歩いて楽しめ
るまちづくりを推進したい。
・リニア駅と中心市街地を結ぶ導線づくりや回遊性向上を図ることが重要である。

・まちの変化は一気呵成にやらない。少しずつ地道にやる。リピーターには少しずつ変わっ
てる方が良い。
・文化を重層的に重ねていく。



8 （様式Ｃ）

(１) この事業の目的：どんな課題を解決するため　あるいは誰・何を対象に何を意図するのか

(２) 実施概要

8 年 7 月 29 日

13 時 0 分 ～ 15 時 0 分

１　視察先（市町村等）の概要

２　視察内容

調査・研修の場合の実
施日時と訪問先・主催
者

日時 訪問先・主催者等

令和 美濃和紙用具ミュージアムふくべ
美濃市教育委員会文化課課長
　清山　健様

報
告
内
容
・
実
施
し
た
こ
と

　【美濃市の概要】

　人口/１８，５８３人　７，６１７世帯　※岐阜市内２１市中、最も人口が少ない
　市政/昭和２９年（１町６村の合併）
　面積/１１７．０１㎞
　会計規模/１０４億円

（１）小中学校再編成の状況
子どもの減少により市全体や各学校区での懇談会や専門部会で議論を重ね、１学年３０人

程度、２０人を下回らない児童生徒数が基準として合意され、平成２４年度までに７校が廃
校となった。
（平成１３年度　小学校１１校　中学校３校　⇒　令和８年度　小学校５校　中学校２校）

（２）廃校の活用について
①廃校となった当初７校のうち６校を生涯学習センターへ転用。（１校はレッドゾーン

で廃止）
現在も生涯学習センターとして残っているのは３校で、生涯学習事業の実施やグラウ
ンド、体育館の利用が主で、校舎は市の備品や文書の倉庫となっている。
市北東部の小学校では地域住民により芝生化がされ、維持管理がされている。

②２校は民間事業者により活用されている。
・特別養護老人ホーム（定員５０名）…土地は市所有のままで建物は無償譲渡、改修
費用は６億７，０００万円で法人が調達。

・認定こども園…土地は市所有のままで３階建て校舎の１階部分のみ無償譲渡、改修
費用９，１３０万円を園で調達

（３）地方創生交付金を活用した施設整備（２校）
①美濃和紙用具ミュージアムふくべ

平成３０年７月にオープン、廃校となった旧片知小学校の１・２階部分を活用し、紙
すき用具や民俗資料を展示している。

②みの木工工房FUKUBE
平成３０年６月オープン、認定こども園に譲渡した校舎の２・３階部分を活用し、木
工業の振興や木育推進拠点として整備されている。

（４）美濃和紙用具ミュージアムふくべ
　①３つの目的　〇市北部の活性化　〇和紙産業振興　〇地域交流の推進

　②経緯　市有財産（廃校）の有効活用

　③改修・運営費用
　　〇施設改修（地方創生拠点整備交付金活用）
　　　・総事業費　　　　７５，２４４千円
　　　・うち交付金　　　２９，１８１千円
　　〇維持管理
　　　・維持管理経費　　　４，１１０千円（R5実績）
　　　・管理運営体制　　　市直営（一部業務委託）

　④実績・効果
　　〇年間集客数（R5実績）
　　　・３０６人（うち小中学生１４４人）

３，質疑応答

　Q、地元との合意形成はできたか？
　A、和紙に関するミュージアムであり受け入れやすかった。

　Q、なぜ美濃和紙か？
　A、片知地区は市内でも紙すき業を生業にしている家が多く、美濃和紙の里会館と連携し
　　 た観光拠点、用具制作後継者の育成を目的に設立された。

　Q、管理コスト・入館料収入・来館者の推移は？
　A、（管理コスト）H３１　６，０１４千円　R２　３，７４８千円
　　　　　　　　　  R３　３，５４６千円
　　　　　　　　　 R４　３，９０１千円　R５　４，１０９千円　R６　９，６１３千円
　　（入館料収入）H３１　３５千円　R２　３０千円　R３　３３千円
　　　　　　　　　 R４　５５千円　R５　６２千円　R６　５７千円
　　（来館者数）　H３１　１，３３２人　R２　３８６人　R３　３７５人
　　　　　　　　　 R４　３１６人　R５　４１６人　R６　３８４人

　Q、雲煙における財源構成は？
　A、市一般財源と使用料を充当している。

　Q、伝統文化と廃校利用を結び付けた効果は？
　A、地元小学生に郷土学習の場の提供と、伝統産業の歴史を見える化し先人の苦労を後世
　　 に繋げる施設が出来た。

美濃和紙用具ミュージアムふくべは、廃校となった旧片知小学校を地域の伝統文化を軸とした観
光交流拠点として再生されており、当市でも今後廃校の利活用が課題となると考え先進事例地で
ある美濃市を調査研究先として選定した。

事 業 名 美濃和紙用具ミュージアムふくべ　

事業区分
（該当へ○）

①調査研究費 ②研修費 ③広報費 ④広聴費 ⑤陳情等活動費

⑥会議費 ⑦資料作成費 ⑧資料購入費 ⑨人件費 ⑩事務所費

令和 年度 政務活動報告書　

会 派 名 会派新政いいだ（文責：森本　紘司） 支出伝票№
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（１）小中学校再編成の状況
　子どもの減少により市全体や各学校区での懇談会や専門部会で議論を重ね、１学年３０人
程度、２０人を下回らない児童生徒数が基準として合意され、平成２４年度までに７校が廃
校となった。
（平成１３年度　小学校１１校　中学校３校　⇒　令和８年度　小学校５校　中学校２校）

（２）廃校の活用について
　①廃校となった当初７校のうち６校を生涯学習センターへ転用。（１校はレッドゾーン
　　で廃止）
　　現在も生涯学習センターとして残っているのは３校で、生涯学習事業の実施やグラウ
　　ンド、体育館の利用が主で、校舎は市の備品や文書の倉庫となっている。
　　市北東部の小学校では地域住民により芝生化がされ、維持管理がされている。

　②２校は民間事業者により活用されている。
　　・特別養護老人ホーム（定員５０名）…土地は市所有のままで建物は無償譲渡、改修
　　　費用は６億７，０００万円で法人が調達。
　　・認定こども園…土地は市所有のままで３階建て校舎の１階部分のみ無償譲渡、改修
　　　費用９，１３０万円を園で調達

（３）地方創生交付金を活用した施設整備（２校）
　①美濃和紙用具ミュージアムふくべ
　　平成３０年７月にオープン、廃校となった旧片知小学校の１・２階部分を活用し、紙
　　すき用具や民俗資料を展示している。

　②みの木工工房FUKUBE
　　平成３０年６月オープン、認定こども園に譲渡した校舎の２・３階部分を活用し、木
　　工業の振興や木育推進拠点として整備されている。

（４）美濃和紙用具ミュージアムふくべ
①３つの目的　〇市北部の活性化　〇和紙産業振興　〇地域交流の推進

②経緯　市有財産（廃校）の有効活用

③改修・運営費用
〇施設改修（地方創生拠点整備交付金活用）
・総事業費 ７５，２４４千円
・うち交付金 ２９，１８１千円

　　〇維持管理
・維持管理経費 ４，１１０千円（R5実績）
・管理運営体制 市直営（一部業務委託）

④実績・効果
〇年間集客数（R5実績）
・３０６人（うち小中学生１４４人）

３，質疑応答

　Q、地元との合意形成はできたか？
　A、和紙に関するミュージアムであり受け入れやすかった。

　Q、なぜ美濃和紙か？
　A、片知地区は市内でも紙すき業を生業にしている家が多く、美濃和紙の里会館と連携し
　　 た観光拠点、用具制作後継者の育成を目的に設立された。

　Q、管理コスト・入館料収入・来館者の推移は？
　A、（管理コスト）H３１　６，０１４千円　R２　３，７４８千円

R３　３，５４６千円
R４　３，９０１千円　R５　４，１０９千円　R６　９，６１３千円

　　（入館料収入）H３１　３５千円　R２　３０千円　R３　３３千円
R４　５５千円　R５　６２千円　R６　５７千円

　　（来館者数）　H３１　１，３３２人　R２　３８６人　R３　３７５人
R４　３１６人　R５　４１６人　R６　３８４人

　Q、雲煙における財源構成は？
　A、市一般財源と使用料を充当している。

　Q、伝統文化と廃校利用を結び付けた効果は？
　A、地元小学生に郷土学習の場の提供と、伝統産業の歴史を見える化し先人の苦労を後世
　　 に繋げる施設が出来た。

感
想
（

ま
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・
市
に
活
か
せ
る
こ
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４、感想

（良かった点）
・美濃和紙用具を色々見ることができた。
・伝統文化の保存だけでなく、地域住民の交流や子どもたちへの郷土学習の場としても活
用されていた。

・廃校を地域資源として再生し、多世代が利用できる施設となっていた。
・学校再編を段階的に分け市が主導で進められており、現在も更なる再編がされている。
・美濃和紙用具の展示・観光機能だけでなく、地域住民の生涯学習やサロンでの交流、和
　紙用具の製作技術を習得するための研修室などの多機能複合施設として整備し、歴史観
　光拠点と地域住民の日常の憩いの場を両立させている点。
・廃校となった施設を伝統産業の継承や情報発信の拠点として利活用している点が参考と
　なった。
・伝統産業や地域の文化を保存するだけでなく、情報発信し誘客につなげている。
・資料館を高齢者のつどいの場として共同利用している。
・和紙に興味がある人には素敵な施設です。

（今後飯田市に活かせる点、参考になる点）
・学校再編成後のスクールバスの話。
・水引をはじめとする飯田市の伝統文化を次世代へ継承する拠点づくりの参考になる。
・統廃合後の学校施設についても、地域文化や観光、交流機能を組み合わせた複合施設と
　しての活用を検討すべきである。
・廃校となった校舎を複合施設として利用されている。(文化伝承施設、交流センター、民
　俗資料の保存）
・伝統産業の見える化の場となっている。
・飯田市には水引という、美濃和紙と同様に地域固有の伝統産業資源があり、担い手の高
　齢化・後継者不足という共通課題を抱えている。美濃市が「紙漉きの技術」だけでなく
　「用具を作る技術」まで含めて保存・継承の対象とした視点は、水引の製造工程を支え
　る道具・技術の記録・保存という観点でも参考になるのではないか。
・地域資源を最大限に活用したまちづくりを進めるためには、行政自らが将来像を明確に
　示し、責任感とリーダーシップを持って事業を牽引していく姿勢が重要である。
・廃校となった校舎を払い下げ、デイサービスや認可保育園など有効利用している。

（その他、感想や提言など）
・見たこともないような道具が一同に集められていて興味深かったが、博物館として知的
　好奇心を満たされるようなことはなかった。意地悪な言い方をすれば地域の使われなく
　なった用具を一箇所に収蔵しただけ。という気もする。収蔵場所としての廃校活用は有
　効だと思うが、集客ができる施設になれるかというと疑問が残る。
・施設整備が目的ではなく、「地域に何を残し、何を次世代へ伝えるか」という視点が重
　要である。
・人口減少社会だからこそ、地域固有の文化や歴史を観光・教育・地域づくりへ結び付け
　る取組を推進したい。
・施設の意義は大変感じるが、観光拠点としては年間来場者数が約300人と少なく、
管理コストも掛かることから、後利用に関しては慎重な議論が必要である。
・用具（道具）がなければ和紙も作れない。職人さんが減っている現状で地元小学生の郷
　土学習の場でもあることは将来の担い手確保に向けた重要な取組のひとつだと感じた。
・単に古い校舎を再利用したという話ではなく、「何を残すべき地域資源と捉えるか」を
　見極めたうえで、それに適した器（廃校）を選んだという順序に価値があると感じた。
　飯田市が今後、廃校や公共施設の活用を検討する際も、施設ありきではなく、まず地域
　資源の掘り起こしから始める姿勢が重要だと感じた。
・飯田市内の廃校または統合予定校については地域住民への説明・意向聴取を進め、水引
　をはじめとする地域の伝統産業・文化資源の掘り起こしと組み合わせた活用可能性を、
　庁内各部会・地域自治組織が横断的に検討することを提案したい。
・美濃和紙の伝統技術を守り、発信している取り組みは、飯田市における「ひさかた和
　紙」の継承・発展にも通じるものがあり、「ひさかた和紙の会」との交流や情報交換、
　今後の連携の可能性を感じた。
・夏の暑さは堪える地域ではあるが、街並みや食、そしてミュージアムの体験を活かせば
　更に道は開けていくだろう。



（３）この事業実施後の対応及び方向性

○会派として調査継続中。
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４、感想

（良かった点）
・美濃和紙用具を色々見ることができた。
・伝統文化の保存だけでなく、地域住民の交流や子どもたちへの郷土学習の場としても活
　用されていた。

・廃校を地域資源として再生し、多世代が利用できる施設となっていた。
・学校再編を段階的に分け市が主導で進められており、現在も更なる再編がされている。
・美濃和紙用具の展示・観光機能だけでなく、地域住民の生涯学習やサロンでの交流、和
紙用具の製作技術を習得するための研修室などの多機能複合施設として整備し、歴史観
光拠点と地域住民の日常の憩いの場を両立させている点。

・廃校となった施設を伝統産業の継承や情報発信の拠点として利活用している点が参考と
なった。

・伝統産業や地域の文化を保存するだけでなく、情報発信し誘客につなげている。
・資料館を高齢者のつどいの場として共同利用している。
・和紙に興味がある人には素敵な施設です。

（今後飯田市に活かせる点、参考になる点）
・学校再編成後のスクールバスの話。
・水引をはじめとする飯田市の伝統文化を次世代へ継承する拠点づくりの参考になる。
・統廃合後の学校施設についても、地域文化や観光、交流機能を組み合わせた複合施設と
しての活用を検討すべきである。

・廃校となった校舎を複合施設として利用されている。(文化伝承施設、交流センター、民
俗資料の保存）

・伝統産業の見える化の場となっている。
・飯田市には水引という、美濃和紙と同様に地域固有の伝統産業資源があり、担い手の高
齢化・後継者不足という共通課題を抱えている。美濃市が「紙漉きの技術」だけでなく
「用具を作る技術」まで含めて保存・継承の対象とした視点は、水引の製造工程を支え
る道具・技術の記録・保存という観点でも参考になるのではないか。

・地域資源を最大限に活用したまちづくりを進めるためには、行政自らが将来像を明確に
示し、責任感とリーダーシップを持って事業を牽引していく姿勢が重要である。

・廃校となった校舎を払い下げ、デイサービスや認可保育園など有効利用している。

（その他、感想や提言など）
・見たこともないような道具が一同に集められていて興味深かったが、博物館として知的
好奇心を満たされるようなことはなかった。意地悪な言い方をすれば地域の使われなく
なった用具を一箇所に収蔵しただけ。という気もする。収蔵場所としての廃校活用は有
効だと思うが、集客ができる施設になれるかというと疑問が残る。

・施設整備が目的ではなく、「地域に何を残し、何を次世代へ伝えるか」という視点が重
要である。

・人口減少社会だからこそ、地域固有の文化や歴史を観光・教育・地域づくりへ結び付け
る取組を推進したい。

・施設の意義は大変感じるが、観光拠点としては年間来場者数が約300人と少なく、
管理コストも掛かることから、後利用に関しては慎重な議論が必要である。
・用具（道具）がなければ和紙も作れない。職人さんが減っている現状で地元小学生の郷
土学習の場でもあることは将来の担い手確保に向けた重要な取組のひとつだと感じた。

・単に古い校舎を再利用したという話ではなく、「何を残すべき地域資源と捉えるか」を
見極めたうえで、それに適した器（廃校）を選んだという順序に価値があると感じた。
飯田市が今後、廃校や公共施設の活用を検討する際も、施設ありきではなく、まず地域
資源の掘り起こしから始める姿勢が重要だと感じた。

・飯田市内の廃校または統合予定校については地域住民への説明・意向聴取を進め、水引
をはじめとする地域の伝統産業・文化資源の掘り起こしと組み合わせた活用可能性を、
庁内各部会・地域自治組織が横断的に検討することを提案したい。

・美濃和紙の伝統技術を守り、発信している取り組みは、飯田市における「ひさかた和
紙」の継承・発展にも通じるものがあり、「ひさかた和紙の会」との交流や情報交換、
今後の連携の可能性を感じた。

・夏の暑さは堪える地域ではあるが、街並みや食、そしてミュージアムの体験を活かせば
更に道は開けていくだろう。


